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項　　　　　　　目
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0

304

年度の当該団体等の事業費の主な内訳  (市補助金が充当されていると思われるものから順に記載)     （単位：千円）

会 費 等

市 補 助 金

広報宣伝費（のぼり旗、交通安全運動ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、交通安全標語募
集経費など）

金　額

補助金交付内容等

〈 積 算 基 礎 等 ）

　各種交通安全活動をする際の啓発用品の購入経費として（積算根拠なし）

実　績

金　額

実　績

年度

その他の助成金

360

360

450

450

450

事業の背景及び概
要（現状、課題）、ま
たは交付団体の活
動目的、活動内容
など

　交通安全協会は警察庁所管の特例民法法人であり、全国法人である全日本交通安全協会を中心に都道府県
単位及び警察署単位で設置されている。
　主に季節単位で開催する交通安全運動をはじめ、自動車、自動二輪車の運転免許更新の伝達・更新事務、
申請書や収入証紙の委託販売業務、自転車などに貼る反射材などの交通安全グッズの配布、交通安全功労者
の表彰及び全国法人への表彰推薦などを事業としている。

未定

25

整理番号

1

補 助 金 （ 事 業 ） 名

根 拠 法 令 等 　島原市交通安全関係団体補助金交付要綱

事 務 事 業 評 価 票 [ 市 単 独 補 助 金 ] 28 年度平成

担当課 市民安全課

実施を義務付ける規定

関 連 す る 市 勢 振 興
計 画 の 基 本 計 画

章

節 区　分

補助金の使途
についての特
記事項等
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　　　　　　　　年度
区分

①　団体等事業費
(千円）

補助金交付額(千円）
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等

補 助 金 交 付 の
対 象 （ 団 体 名 等 ）

実
施
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間

　市民への交通安全への意識が確固なものとなり、島原市から交通事故が根絶されること。

前年度繰越金

次年度繰越金
（②－①）

その他雑収入

②
歳
入
内
訳
（
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円
）

継続 新規

昭和 平成

昭和 平成

あり なし
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◎１次評価（自己評価）

（ ）

（ ）

◎２次評価

◎３次評価

予算措置額の増減：

（ ）

判
定
理
由

千円

休止･廃止の具体的方向性

　交通安全協会の地道な活動により、交通事故件数も減少傾向にあるため。

　交通安全啓発活動について積極的に取り組まれており市民の交通安全に
対する意識の高揚につながっているものと思われる。

備　　考

見
直
し
の

方
向
性

判　　　定

　今後の課題と見直しの
　方向性（総合評価判定が
  Ｂ１～Ｂ４の場合）

課
 

題

③ 団 体 の 事 業 内 容 や

助成の在り方等の見直し
の

総 合 評 価

判
　
定

　交通安全協会への理解と、より広範囲の市民参加を促す工夫を検討する
ことが必要であると思われる。

　必要性

  Ｂ　見直しのうえで実施

○総合評価と今後の方向性

② 市 の 関 与 の 必 要 性
　交通安全は全市民の願いであり、当協会に対する支援には大きな意義が
あると思われる。

① 助 成 事 業 の 効 果

○視点別分析
視　  　　　　点 現　状　分　析 説　　　　　　　　　　　　明

評　価　結　果　を　踏　ま　え　た　次　年　度　予　算　へ　の　反　映　状　況　　（☑）

交通安全活動費補助金

判　　　定

備
考

⇒ 0

備　　考

意図した効果があがっている

ある程度効果がある。

あまり効果がない

分析できない

事業効果は後年度

必要性は薄れていない

少し薄れている

薄れている

不明

該当しない

見直しの必要はない

検討の余地はある

見直しの必要あり

補助額の削減

B1 事業規模の拡大 B2 事業規模の縮小

B3 事業内容の改善 B4 その他の見直し

Ａ 継続(特段の見直しは行わない）

Ｃ 休止（隔年実施など）

Ｄ 廃止（終期の設定も含む）

補助額の増加 補助の休止若しくは廃止 現状維持
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